
① ウズベキスタン

② カザフスタン・キルギス

撮影：山中典和
（2010.7）

撮影：山中典和
（2010.7）

撮影：山中典和
（2010.7)

撮影：山中典和
（2010.7）

アラル海旧湖底での塩生植物調査

アラル海旧湖底での船の墓場

サマルカンドにて

研究チーム 後ろはアムダリア川

キルギス・オシ郊外に自生していたコムギ近縁Aegilops属の3種

カザフスタン・シムケント郊外の民家で遺伝資源の情報収集

撮影：辻本壽
（2013.7）

提供：佐藤和広
（2011.6）

キルギスタンの野生コムギ生育地

撮影：辻本壽
（2013.7）

塩生植物調査

コムギ遺伝資源探索



③ ヨルダン

④ サウジアラビア

撮影：山中典和
（2018.2）

撮影：山中典和
（2018.2） 撮影：山中典和

（2018.2）

バデイア生態系修復サイトでの土壌調査

ICARDAによるバデイア生態系修復サイト ヒツジ、ヤギの放牧

撮影：山中典和
（2017.3）

撮影：山中典和
（2017.3）

アラムコによる野生動物保護施設 ルブ・アルハリ砂漠の砂漠植物

アラムコ本社、環境保全部門スタッフと

ICARDAヨルダンオフィスにて

撮影：山中典和
（2018.2）

撮影：山中典和
（2017.3）

国際乾燥地農業研究センター（ICARDA）との共同研究：バデイア生態系の修復研究



⑤ オマーン

乳香生産促進技術開発で日本大使より在外公館表彰を受ける山本福壽博士

提供：山中典和
（2018.9）

撮影：岩永史子
（2018.9） 提供：山中典和

（2018.9）

オマーン・マスカットの市場で売られる乳香。重要な香料として使われる

スルタン・カブース大学に植栽されたニュウコウジュの前にて

スルタン・カブース大学との共同研究：乳香生産促進に関する研究


